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Abstnct

The pШ p)se of this study was to glve smdard materials or this kind of study and for

c o a c h i n g  b y  m e a s―g the t t a t e  m測ety of  t t a r t i n g  m e m b e r s  a n d  b e n c h  w a m l e r s  b e f o r e  a n d  t t e r

g a m e  a n d  I I l a k i n g  d e a r  h o w  t h e亀匹 es fluc m a t e e  T h e  s u t t e c t  O f  t h i s  r e s e a r c h  w a s■殴 el嬰nes in

se∞ nd female university volleybaⅡ  leatte."Sl劇 ing members‖ mean seven players indudi理

Libero,and'bench wamers‖ ―Eve players who are to play in game.The JapaneSe version of

Spielbergers STAI was used to m easure the state aEttety.

The results are fouovange

l.TeaIIl perfomance or game resdt didnit show stable relatons wnth state anxietyo lt was

suggested that how the Fme goes or how players regard this ttme gready iduence State

anxlety.

2。Ructuation rate of sね te attety before and ater game showed mnlls in both starting

members and bench walners,that means sttte田 図ety gets lower tter game thn beforeo lt

bemlne clear that state anxiety of bench warmers,colnpanng before wlth ttler game,nuctuates

more largdy than that of starting lnembers.

3.This study showed that state anxiety luctuates depending on contents and meaning of the

game for phyers;therefore it is impomnt tO judge these matters and to take care about mental
conditions not only of starting members but of bench warmers before,during and ater l豪 lme.

I 緒言

競技場面においてスポーツ選手が内包する心理

状態は非常に複雑である。近年スポーツ界では心

理学分野の研究が多 く行われ、多くの競技でメン

タル トレーニングが行われ、その重要性が示唆 さ

れている。

バ レーボール競技の大学 トップ レベルのチーム

では全 日本級の選手育成のためにスピー ド、パワ

ー、高 さな どの体力の向上 と技術 ・戦術の向上を

図るとともに、精神面の強化 と自己管理のいわゆ

るメンタルマネージメン トを目的 とした トレーニ

ングが行われるようになってきている。

バ レーボール選手にこの トレーニングを実施す

るに当た り、まずバ レーボール選手の競技場面に

おける心理特性を把握 してお く必要がある。特に

競技行動に直接的な影響をもたらす心理的要因の

一つ と考えられる競技不安及びチームパフォーマ

ンスとしての勝敗 と不安の関係を把握することは、

メンタル トレーニングを選手に課す際に重要であ

ると考えられる。

競技不安に関す る研究は、近年国内外でかな り

行われるようになつてきている。Coxl)は、競技不

安に関する従来の研究について

1)不 安に関する多次元的性質

2)競 技開始前の不安
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3)競 技に及ぼす不安の影響

4)不 安 とパフォーマンスとの関係

とい う4領 域に分類 している。 これ らは、相互に

関連 し合っていることは言 うまでもない。

Spielberger 8)らは 不 安 を状 態 不 安 (State

施 ety)と 特性不安 (Trdt z噛面ety)の 2つ に

分け、緊張水準の一時的な変動によって生 じる不

安水準である状態不安を性格特性 としての不安水

準から分離 した。

従来、状態不安は、覚醒水準 と関連することが

明らかになって以来、覚醒水準を測定するために

用いられた生理的指標がこの測定に利用 され るこ

とが多かった。 しか し Martens13)はフィ_ル ド研

究にこの指標を用いることは困難であると指摘 し

ている。その後、Spねlbergerl紛19)らによって質問

紙法による検査 (state Traitノ抽∝面ёty lnventow、

以降 STAIと 略記)が 開発 されて以来、競技場

面における状態不安の測定が可能にな り、これに

関する研究がかな り行われるようになってきてい

る。

市村 5)は、スポーツ状況に合わせて作成 された

不安テ ス トの予測的妥 当性 が十分でないことを

Kleine10)力`キ旨摘 しているとセトベ、spielbergerら18)

19)の質問紙の方が、スポーツ状況に合わせて作成

された不安テス トよりも、選手の不安水準を正 し

く測定 し、不安のために生起する運動の混乱を予

測するのに妥当性が高いことを指摘 している。

Spielbergerら18)19)のSTAIは 清水 ら17)によ

つて日本語版が作成 されている。このテス トは、20

項 目からな り 4件 法で回答 し得点の範囲は 20点

か ら 80点 となってお り、高得点ほど不安傾向が

強いと評価 される。

従来の STAIを 用いた競技開始前の状態不安

に関す る研究は、競技が近づ くに連れて不安が高

くなってくるといった時間的要因に関するものや

この要因を含んだ ものがかな り多く報告 されてい

る1)。しか し試合後の状態不安まで取 り上げた研

究はチームスポーッ選手を対象 とした中島ら15)の

研究などがあるが数少ない。

バ レーボールにおいては、大学女子バ レーボー

ル選手における競技前後の状態不安を、 1部 リー

グに属 しているときの不安の様相、 2部 リーグに

属 しているときの同チームの不安の様相、また 1

部 リーグと2部 リーグの入れ替え戦の試合前後の

不安の様相に分類 して明 らかにした研究がなされ

ている21)。

また、長谷川3)ゃ中島ら15)は試合後の選手達が

日常の健康な精神生活へのスムーズな復帰への過

程が重要であると述べ、試合後の心理的 コンデ ィ

ション作 りの重要性を述べていることか ら、状態

不安の測定には競技前後の 2つ の測定点が必要で

あると思われる。

現在、状態不安に関す る研究はチーム全体を母

集団 として行われてきている。バ レーボールにお

いてはルール上実際に試合に参加できるのは 12

名である。その 12名 の中でも必ず試合に参加す

る選手はスターテ ィングメンバー (以下スタメン

と略記)の 7名 (リベ ロを含む)で ある。現在、

試合が近づ くにつれて不安が高 くなるとい う報告

1)が あるがこれ らはチーム全体の選手を対象 とし

ているものである。 しか し、実際に試合開始か ら

コー ト上にてゲームを行 うスタメンとして起用 さ

れているメンバー と控え選手では不安の感 じ方が

異なると考えられる。

そ こで本研究においては、大学女子バ レーボー

ル 2部 リーグ戦における 3試 合を対象 として リベ

ロの選手を含むスタメンとして試合に出場する選

手をスタメン群、試合に出場するベンチ入 りの選

手を控え選手群 として競技開始前 ・後の状態不安

を測定 し、それぞれの状態不安及びその変動を明

らかにし、今後の研究及びコーチングのための基

礎的資料 とすることを目的 とした。

Ⅱ 研究方法

1。 被験者および調査対象試合

1999年度春季関東大学女子 2部 バ レーボール リ

ーダ戦に出場 した J大 学女子バ レーボール部のス

タメン選手 7名 、控え選手 5名 、計 12名 を対象

田中博史 ほか
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として調査 を行つた。 J大 学女子バ レーボール部

は所属 リーグが 2部 リーグであるが、この リーグ

の構成は 13部 か ら成 り立っているのでそのこと

を考慮すると競技力が高い方のチームであること

が分かる。

対象 とした試合は 1"9年 春季関東大学女子 2

部バ レーボール リーグ戦のW大 学戦、N大 学戦、

K大 学戦の計 3試 合であった。それぞれの試合結

果は、W大 学戦、N大 学戦は 3-0で 、K大 学戦

においては 3-1で J大 学が勝ちであった。

2。 調査期間及び場所

調査期間は 1999年 4月 24日 (W大 学戦)、 5

月 2日 (N大 学戦)、5月 9日 (K大 学戦)で あ り、

調査場所は各試合会場であつた。試合前の調査に

ついてはウォー ミングアップ場で行い、試合後の

調査については控え室にて行った。

3.測 定に使用 したテス ト

状態不安の測定には、清水 ら17)によつて作成 さ

れた STAIの 日本語版を使用 した (資料 1)。

4.測 定手順

測定は競技直前 と競技直後の 2回 実施 した。競

技直前における測定は、ウォー ミングアップが終

了 し、試合開始時の約 10分 前までにはすべてが

完了す るよう実施 した。競技直後の測定は、競技

が終了 し控え室に戻つた後に行った。

5.結 果の分析

まず、得点化 した状態不安を試合毎に試合前 ・

試合後に分けた後、 リベ ロ選手を含むスタメン 7

名、控 え選手 5名 に分け、スタメンと控え選手の

試合前 。後の状態不安をそれぞれ平均化 し、 t検

定を用いて差の検定を行った。また、試合前 ・後

の状態不安の変動率を試合前の得点をベー スライ

ンとして百分率で示 し比較 した。

Ⅲ 結果

1.ス タメンと控え選手における競技前の状態不

安の比較

表 1に 各試合におけるスタメン、控え選手、及

び被験者全体の競技前 ・後の状態不安の一覧およ
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び比較を示 した。また、図 1

たものである。

2は 表 1を 図示 し

表 1.各試合におけるスタメン、控え選手、被験者

全体の競技前 ・後の状態不安

vs W大 学  vs N大 学  vs K大 学

前  後   前  後   前  後

スタメン M

SD

控え選手 M

SD

t=

p―

全 体

36.7  30.4

6.32  5.19

43.3  31.7

9.05  7.58

1.154  0.348

0。075  0.367

39.8  31.0

8.12  6.15

37.4 33.4

8.16 6.75

41.5 33.0

6.80  3.10

0.966 0。142

0.177 0.445

39.3 33.2

7.55  5.18

36.7 40。 0

8.85 9.27

44.8 40.2

8.75  4.58

1.658 0.040

0.063 0.485

40.5 40.1

9.42 7.19

Ｍ

　

ＳＤ

*p〈0.05  **p〈 0.01  ***pく 0.001

図 1.ス タメン選手と控え選手における競技開始前

の状態不安の比較

50。0

40。0

30。0

20.0

50.0

40。0

30。0

20.0
vs、け 洋 vs N大学    vs鮮

図 2.ス タメン選手と控え選手における競技後の

状態不安の比較

ロ スタメン ■ 控え選手 %全 体
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資料 l STAI 日本語版

学部

STAI FROM X-1

問質定評己自 紙

実施 日 月年

学年    学生番号 氏 名

このデータは研究以外に決 して利用 しません。また秘密は厳守致 します。

記入前に :心の状態を表現する文章が下に記述

してあります。その各文章について、今現利 ど

の程度感 じているか、該当する番号を○で囲ん

で下さい。余 り考えすぎる必要はありませんが

現在の気持ちを最も良く表現 しているものに反

応するように心掛けて下さい。

1。 平静である。・・・・・・・・°・。・・・・・・

2.安 心 している。・・・・・・・・・・・・・・・・

3. 固くなつている。・。・・・・・・・・・・。・・

4。 後悔 している。・・・・°・°・・・・・・・・・

5. ホッとしている。・・・。・°・・・・・・・・・

6。 どうてんしている。・・・・・°・・・・・・・・

7。 まずいことが起こりそ うで心配である。・・・・・

8. ゆったりとした気分である。・・・・・・・・・・

9.不 安である。・・・・・・・・・・・・・・・・・

10。 気分がよい。・・・・・・・・・・・・・・・。・

11.自 信がある。・・・・・・・・・・・・・・・・・

12.ピ リピリしている。・・・・°・・・・・・・・・

13.イ ライラしている。。・。・°・・・・・・・・・

14.緊 張している。・・・・・・・・・・・・・・・・

15。 リラックスしている。・・・・・・・・・・・・・

16。 満足 している。0・ ・・・・・・・0・ ・・・・・

17.心 酉己している。・・・・・・・・・・・・・・・・

18.ひ どく興奮 しろうばいしている。・・・・・・・・

19.ウ キウキしている。・・・・・・・・・・・・・・

20。 楽 しい。・・・・・・・・・・。・・・・・・・・

1

1

1

1

1

全

く

そ

う

で

あ

る

４

４

４

４

４
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あ
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３

３

３

３
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２
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競技前の状態不安の平均及び標準偏差は、スタ

メン選手W大 学戦 36.7± 6.3、N大 学戦 37.4±

8。1、K大 学戦 36.7± 8.8、控え選手W大 学戦 43.3

± 9.0、N大 学戦 41.5± 6.8、K大 学戦 44.8± 8。7

であつた (表1、 図 1)。

スタメンと控え選手における競技前の状態不安

の比較においては、どの試合においても有意な差

はみられなかった。

2.ス タメンと控え選手における競技後の状態不

安の比較

競技後の状態不安の平均及び標準偏差は、スタ

メン選手W大 学戦 30.4± 5.1、N大 学戦 33.4±

6.7、K大 学戦 40.0± 9.2、控え選手W大 学戦 31.7

± 7.5、N大 学戦 33.0± 3.1、K大 学戦 40。2± 4.5

であつた (表1、 図 2)。

スタメンと控え選手における競技後の状態不安

の比較においては、どの試合においても有意な差

はみられなかった。

3.各 試合における競技前 ・後の状態不安の変動率

表 2に 各試合における競技前 ・後の状態不安の

変動率を示 した。また、図 3は 各試合における競

技前 ・後の状態不安の変動率が概観できるように

図示 したものである。示 されている%は 競技前の

状態不安得点を 0%に 換算 して競技後は競技前に

比べて どのように変動 しているかを示 している。

%が プラスの時には競技前より競技後の得点が高

いことを示 し、%が マイナスの時には競技前 より

後の方が得点が低いことを示 している。

スタメンの変動率はW大 学戦‐17.1%、N大 学戦

‐10.7%、 K大 学戦 8.9%であった。控 え選手にお

いてはW大 学戦‐26.9%、 N大 学戦‐20.5%、 K大 学

戦‐lo。4%で あつた (表2、 図 3)。

K大 学戦のスタメンの変動率はプラスを示 した

が、その他の変動率についてはすべてマイナスを

示 した。また、スタメンと控え選手を比較 してみ

るとスタメンに比べ控え選手の方が どの試合にお

いてもマイナス方向への変動率が高かった。

千葉体育学研究,25,25‐33(2001)

表 2.各試合における競技前 0後の状態不安の変動率

W大 学戦  N大 学戦 K大 学戦

スタメン (%)

控え (%)

全体 (%)

-17.1    -10.7     8.9

-26.9    -20.5    -10.4

-22.1    -15.5    -1.0

(%) ロ スタメン ■ 控え選手 %全 体
20。0

10。0

0。0

-10.0

-20.0

-30。0
vs w大学 vs卜法学

図 3.各 試合における競技前 ・後の状態不安の変動

率の比較

4。 スタメン選手における試合前 ・後の状態不安

の比較

表 3に 各試合におけるスタメン、控え選手およ

び被験者全体の状態不安得点の平均値、標準偏差

を示 した。また、図 4、 5、 6に 、競技前 ・後の

状態不安の比較が概観できるように図示 した。

それぞれの試合毎に得点を見ると、W大 学戦試

合前 36.7± 6.3、試合後 30.4± 5.1、N大 学戦試

合前 37.4± 8.1、試合後 33.4± 6.7、K大 学戦試

合前 36.7± 8.8、試合後 40。0± 9。2で あつた (表

3、 図 4)。

これ らの得点を t検 定を用いて差の検定を行つ

たところ、W大 学戦においては競技前より競技後

の状態不安が 1%水 準で低い得点を示 した。また、

N大 学戦においても競技前より競技後の状態不安

が 5%水 準で低い得点を示 した。 さらにK大 学戦

においては、有意な差はみ られなかつたが試合前

より試合後の状態不安が高い得点を示 した。

5。 控え選手における試合前 ・後の状態不安の比

較
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表3 各試合におけるスタメン、控えおよび被検者全体

の状態不安得点の比較

vs W大 学 vs N大 学 vs K大 学

スタメン 試合前 M

SD

試合後 M

SD

合前 44。8± 8。7、試合後 40。2± 4。5で あつた。

これ らの得点を t検 定を用いて差の検定を行つ

たところ、W大 学戦およびN大 学戦においては競

技前 より競技後の状態不安が 1%水 準で低い得点

を示 した。また、K大 学戦においては、有意な差

はみ られなかったが試合前より試合後の状態不安

が低い得点を示 した。全体的に試合前の状態不安

より試合後の状態不安の方が低い傾向にあつた。

%試 合後
50。0

40.0

30.0

20。0

図 5.各 試合における控え選手の競技前 ・後の状態

不安の比較

6。 被験者全体における試合前 ・後の状態不安の

比較

それぞれの試合毎に得点を見ると、W大 学戦試

合前 39.8± 8。1、試合後 31.0± 6.1、N大 学試合

nl1 39.3±7.5、試合後 33◆2± 5.1、K大 学試合前

40.5± 9.4、試合後 40。1± 7.1であつた (表3、

図 6)

これ らの得点を t検 定を用いて差の検定を行つ

たところ、W大 学戦においては競技前より競技後

vs wは洋 vsNtt    vs Cた 学

図 6.各試合における被験者全体の競技前 ・後の

状態不安の比較
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図 4.各 試合におけるスタメン選手の競技前 ・後の

状態不安の比較

それぞれの試合毎に得点を見ると、W大 学戦試

合前 43.3± 9.0、試合後 31。7± 7.5、N大 学戦試

合前 41.5± 6.8、試合後 33.0± 3.1、K大 学戦試

■ 試合前

■ 試舗

36.7          37.4           36.7

■試合前  %試 合後

― ―
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の状態不安が 0。 1%水 準で低い得点を示 した。

また、N大 学戦においても競技前より競技後の状

態不安が 1%水 準で低い得点を示 した。K大 学戦

においては、有意な差はみ られず、ほぼ同様の得

点を示 した。

Ⅳ 考察

今回調査を依頼 した集団は、対象 とした 1999

年春季関東大学 2部 リーグ戦において優勝 した。

W大 学戦、N大 学戦、K大 学戦の 3試 合は、ど

の試合 も」大学が勝ってはいるが、K大 学の試合

のみ 1セ ッ ト相手にとられている。また、K大 学

戦は対象 とした リーグ戦の最終試合であり、この

後に 1部 リーグとの入れ替え戦を控 えている試合

であった。

対象 とした J大 学のメンバー構成は、 リベ ロを

含むスタメンの 7名 は、常時固定されていた。

スタメン選手 と控え選手における競技開始前の

状態不安の比較 (図1)で は、有意差はなかった

もののスタメン選手より控え選手の方が状態不安

が高い傾向があった。特に、K大 学戦においては

他の試合に比べて顕著に差がみられた。これ らは、

試合前の状態不安はスタメン選手の方が低い傾向

があることを示 している。試合に際 しては、相手

に対す る劣等感やまずいことがおこりそ うである

などのいわゆる失敗不安は少ないほ うが良いパフ

ォーマンスを発揮できると考えられ ることか ら、

スタメン選手の方が状態不安が低い傾向にあつた

のではないかと思われる。

スタメン選手 と控え選手における競技後の状態

不安の比較 (図2)に おいては、わずかではある

がW大 学、K大 学戦のスタメン選手の状態不安の

方が控え選手の状態不安 より1)低い傾向があつた

が、N大 学戦においてはスタメン選手の状態不安

が高い傾向にあった。 これ らより、スタメン選手

と控え選手の試合後の状態不安については一貫 し

た傾向を示 さない傾向があることがわかった。

各試合における競技前 ・後の状態不安の変動率

をみると、W大 学、N大 学戦においてはスタメン、

控え選手 ともにマイナスの変動率を示 し、競技前

千葉体育学研究,25,25‐33(2001)

より競技後の方が状態不安が低いことが伺える。

また、スタメン選手より控え選手の方が競技前 と

後の状態不安の変動が大きいことが分かつた。

今 日までに行われてきている、 STAIを 用い

た状態不安に関す る研究①15)7)幼04)16)14)2のにおい

ては、勝った試合においては試合前の状態不安 よ

り試合後の状態不安が低 くなる傾向がある。また、

負けた試合においては試合前の状態不安 より試合

後の状態不安のほ うが高 くなる傾向があるとい う

一貫 した見解を示 している。

本研究で対象 とした試合はすべて勝ち試合であ

った。 このことを従来の研究結果 と照合 してみる

と、控え選手は、従来の研究成果である勝ち試合

の状態不安については試合前の状態不安 より試合

後の状態不安の方が低 くなるとい う結果 と一致 し

ているが、スタメン選手は、K大 学戦のみ試合前

の状態不安より試合後の状態不安の方が高い傾向

を示 した。前述 した通 り、K大 学の試合のみ 1セ

ット相手にとられている。また、K大 学戦は対象

とした リーグ戦の最終試合であ り、この後に 1部

リーグとの入れ替え戦を控えている試合であった。

このことから考えると、スタメン選手にとつては

1セ ット奪われた悔 しさ、また今後の試合 (後に

行われる入れ替え戦)に 向けての不安があ り勝ち

試合ではあったが試合後の状態不安の方が試合前

に比べて高くなつたのではないか と考えられる。

従つて、スタメン選手においては試合結果も状態

不安の変動に関わ りがあるが、対象 としている試

合内容やその試合の今後への関わ りなども状態不

安の変動に関わ りを持つ ものであると思われた。

以上のことにより、本研究においてはチームパ

フォーマンスである試合結果と状態不安の関係は

一貫 した傾向がみ られノず、試合の内容及びその試

合が選手にとつて どの程度重要な試合なのかとい

うことが状態不安に大きく影響することが示唆 さ

れた。

また、長谷川 ら3)ゃ中島 ら15)が、試合後の心理

的コンデ ィシ ョンづくりが重要であると述べてい

るが、本研究結果か ら試合内容お よびその試合が

選手にとつて どのような試合なのかによつて状態
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不安が変動することか ら、それ らを判断 し、試合

前、試合中、試合後の心理的 コンデ ィションづ く

りをスタメン選手のみならず控え選手にも課す こ

とが重要であると思われる。

Ⅵ 要約

本研究は、大学女子バ レーボール 2部 リーグ戦

における 3試 合を対象 として リベ ロの選手を含む

スタメンとして試合に出場する7名 をスタメン群、

試合に出場するベンチ入 りの選手 5名 を控え選手

群 として競技開始前 ・後の状態不安を測定 し、ス

タメンと控 えの選手の競技開始前 ・後の状態不安

及び変動を明らかにし、今後のこの種の研究及び

コーチングの際の基礎的資料 とすることを目的 と

した。

状態不安の測定には Spielbergerらの STAIの

日本語版を用いた。

結果は以下の通 りであった。

1.チ ームパ フォーマンスである試合結果 と状

態不安の関係は一貫 した傾向がみ られず、試合の

内容及びその試合が選手にとってどの程度重要な

試合なのか とい うことが状態不安に大きく影響す

ることが示唆 された。

2.競 技前後の状態不安の変動率はスタメン、

控え選手 ともにマイナスを示 し、競技前より競技

後の方が状態不安が低いことが伺え、スタメン選

手より控え選手の方が競技前後の状態不安の変動

が大きいことが明らかとなった。

3.本 研究結果か ら試合内容およびその試合が

選手にとってどのような試合なのかによつて状態

不安が変動することか ら、それ らを判断 し、試合

前、試合中、試合後の心理的コンデ ィシ ョンづ く

りをスタメン選手のみならず控え選手にも課す こ

とが重要であることが示唆 された。
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